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【研究概要】
ヒゲムシは世界の深海や冷水域に棲む動物で、口も消化管も無い。体内に化学合成細菌を共生させ
て、それが作る炭水化物で生きている。しかしながら、世界でも例外的に、対馬暖流が流れ込む暖か
い浅い湾である能登半島九十九湾にヒゲムシの一種であるマシコヒゲムシが生息する。本年も主とし
てこの動物の形態や生理について研究を進めてきたが、以下の成果を得ている。これらの内容は、英
文の論文としてすでに投稿したか、順次、投稿する予定である。すなわち、2003年度に、本種を実験
室において水槽に飼い、共生細菌のいわゆる"餌"として硫化水素を与えるとヒゲを出すことを明らか
にした。2004年度は、実際のフィールドにおいてヒゲを出している写真を世界で初めて撮影に成功し
た（堺井雅彦君の卒業論文研究）。これらは、現在、英文の論文として、JournaloftheMarine
BiologicalAssociationoftheUnitedKingdom(JMBA)に投稿中である。
共生細菌は栄養体と呼ばれる部分に存在するが、そこは電顕で部分的にしか調べられていない。そ
こには電顕で多量の中性脂肪が存在することが知られており、生化学的研究に調べるとその6割以上
がオレイン酸などのl価の不飽和脂肪酸で占められていた。この事は、深海にすむ無脊椎動物の特徴
で、低温でも固化しがたく、高水圧下でも固まらない細胞膜を作り出すことができる理由とされてい
る。すなわち、現在のマシコヒゲムシは、水深に25mの浅海に生息するが、深海に棲む動物の特徴を
よく備えており、浅海に移住して時間はあまり経過していないことを意味している。以上の内容を論
文にして同じくJMBAに投稿している（帝京大学三田先生との共同研究）。
さらに現在まで栄養体全体がどのような形状を示しているか、不明であった。したがって、栄養体
の中のバクテリアを含む細胞（バクテリオサイト）に存在する共生細菌の16SrRNAの塩基配列に相補
的なプローブを作成して腕s伽ハイブリダイゼーションを行った。その結果、栄養体は、羊歯の葉
状で血管を取り巻くような特異的な形をしていることがわかった。これは栄養体と、硫化水素を結合
させるヘモグロビンを含む血液との間で物質の交換が容易になるような仕組みであると思われる（出
口真理子君の修士卒業論文の一部、金沢大学福森先生との共同研究）。
タイからの留学生のArinNgamniyom君は、先年、彼の先生であるWichianMagtoon博士と笹山が見
つけたタイ・バンコク郊外の複数の“ため池”におけるタイメダカ(o'fyz加加"”""s)の性比の偏
りを、外部性徴を指標に形態計測学的に、また生殖巣を組織学的に調べることによって数値化した。
その結果、基本的には人が飲料水として使っている池に棲むメダカの性比は1対1であるが、工業排
水が流れ込んだり、殺虫剤が流れ込んだりする池ではメス化が起きており、メスとオスの中間の形態
（インターセックス）を示す個体が多く見つかった。性比とインターセックスの割合からその集団の
未来予測が可能であり、現在、論文としてまとめている(Arin君の修士論文研究の一部）。
さらに臨海実験施設では、大学院後期課程に社会人の学生が2人入った。1人は、日本海の能登半島
沖にまで対馬暖流に乗って死滅回遊してくる海水魚のオヤビッチャが南方のどの集団に親元があるか
を、ミトコンドリアDNAの塩基配列から解明する予定である。もう1人は、出口さん（修士課程1
年）の研究の後を引き継ぎ、マシコヒゲムシの血中にあると思われる血栓溶解酵素を大腸菌に発現さ
せて、その力価を調べる研究を行う予定である。
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(6)鈴木信雄，由久保弘明，武村啓住，細正博，八島さやか，岩室祥一，都木靖彰，服部淳彦：魚類
の骨形成機構：再生ウロコによる解析．第75回日本動物学会，神戸(2004,9),Zool.Sci.,21:
1339(2004)
(7)杉浦領，小林哲也，町田武生，鈴木信雄，服部淳彦：筋肉内自家移植ウロコにおける破骨細胞の
変化とメラトニンの効果．第75回日本動物学会，神戸(2004,9),Zool.Sci.,21:1339(2004)
(8)服部淳彦，八島さやか，岩室祥一，鈴木信雄：キンギョのウロコにおけるメラトニンの合成．
第75回日本動物学会，神戸(2004,9),Zool.Sci.,21:1339(2004)
(9)八島さやか，岩室祥一，鈴木信雄，服部淳彦：キンギョのウロコにおけるmelatoninと5-
methoxytryptopholの雌雄差及び季節変化．第75回日本動物学会，神戸(2004,9),Zool.Sci.,21:
1339(2004）
(10)笹山雄一：下等脊椎動物からみたカルシトニン作用の本質．第4回カルシトニン/副甲状腺ホルモ
ン研究会，東京(2004,12),「第4回カルシトニン/副甲状腺ホルモン研究会」要旨集，株式会社
メド・ウイズ，東京,pl8-20
(11)Kobayashi,F､,Daidai,M.,Suzuki,N.andNakamura,Y.:Degradationofphenoliccompoundsinseawater
usingnovelmicroorganismisolatedfromtheintestineoMplysmk"ro"j.InternationalConferenceon
Environmental,IndustrialandAppliedMicrobiology(BioMicroWorld-2005),Spain(2005,3)
2）受賞
(1)鈴木信雄，平成15年度特別研究プロジェクト経費「若手教官の萌芽的研究」研究成果報告会
最優秀賞，電磁界による骨形成促進機構の解明(2004,12)
【研究交流】
1）共同研究
(1)笹山雄一：タイ・バンコク郊外におけるメダカの雌雄性を指標にした環境汚染の研究，国立スリ
ナカリンウイロット大学（タイ)Dr.WichianMagtoon
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(16)鈴木信雄：ヒラメの初期発生におけるカルシトニンの作用，東北大学農学研究科教授鈴木徹氏，
独立行政法人水産総合研究センター養殖研究所発育制御チーム長黒川忠英氏
(17)鈴木信雄：脂肪酸の石灰化に対する作用，富山医科薬科大学和漢薬研究所教授浜崎智仁氏
(18)鈴木信雄：超音波の骨代謝に及ぼす影響，富山医科薬科大学医学部教授近藤隆氏，同大学医学
部講師和田重人氏
(19)鈴木信雄：ウロコの破骨細胞で発現している遺伝子の解析，早稲田大学教育学部教授
中村正久氏
(20)鈴木信雄：重力及び微小重力の骨に対する作用，東京大学アイソトープ総合センター助教授
井尻憲一氏
2）各種活動
社会活動
(1)笹山雄一：石川県環境影響評価委員会委員,2003-現在
(2)笹山雄一：石川県原子力発電温排水検討委員会委員，2000-現在
(3)笹山雄一：のと海洋ふれあいセンター研究報告編集委員会委員,1994-現在
(4)笹山雄一：石川県立七尾高等学校スーパーサイエンスハイスクール運営委員会委員,2004-現在
【研究費】
1）科学研究費
(1)鈴木信雄（代表),若手研究B,900千円
重金属及び内分泌撹乱物質の骨代謝に及ぼす作用：骨硬化ホルモンとのクロストーク
2）その他
(1)鈴木信雄（代表),財団法人磁気健康科学研究振興財団研究助成,500千円
磁界による骨形成機構の解明：魚類のウロコを用いた新規モデルシステムの開発
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7／28～7／30
9／7～9／10
9／16
10／12
11／18
12／14
1／18
1／21～1／24
三重大学教育学部
後藤太一郎助教授他2名
「イソヤムシの採集」
富山大学人文学部
中井精一助教授他25名
「能登半島における海洋生物に関する社会環境的研究」
のと海洋ふれあいセンター
達克幸普及課主任技師他1名
「海洋生物の調査」
のと海洋ふれあいセンター
東出幸真普及課技師他1名
「海洋生物の採集」
のと海洋ふれあいセンター
達克幸普及課主任技師他1名
「海洋生物の調査」
のと海洋ふれあいセンター
東出幸真普及課技師他1名
「海洋生物の採集」
のと海洋ふれあいセンター
坂井恵一普及課長
「研究打ち合わせ」
金沢大学自然科学研究科
田中英里子
「陸域の淡水生貝形虫の調査」
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